
-196ー

2-B-4肺動脈圧変動成分に与える循環血液量の影響
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目的;動脈圧変動は周波数解析により 二つ

のパワースベクトル成分、交感神経系に関与

する低域周波数成分と呼吸に関与する高域周

波数成分に分けられ、心血管系に関する様々

な情報を含む。動脈圧変動高域周波数成分は

胸腔内圧の影響で呼吸周期に一致した変動が

見られ、との呼吸性変動は機械的人工呼吸下

の循環血液量減少時により著明になるとの報

告はあるが、肺動脈圧変動についての検討は

みられない。今回我々は機械的人工呼吸中の

循環血液量減少時における肺動脈圧変動の①

低域周波数成分と自律神経系との関係、②高

域周波数成分と循環血液量との関係および③

心・肺血管系の相E関係を明らかにするため
に、肺動脈圧変動と動脈庄変動を同時に周波

数解析して検討した。

対象と方法;雑種成犬5頭(13"""16kg)を、

チアミラール、スキサメトニウムにて導入挿

管後、呼吸回数14回/分の機械的人工呼吸とし、

αークロラロース、ベクロニウムにて麻酔を

維持した。動脈圧測定用に右大腿動脈よりカ

テーテルを腹部大動脈に留置し、脱血用静脈

留置針を左大腿動脈に挿入後、開腹牌摘し開

腹した。右外頚静脈よりSwanGanzカテーテノレ

を肺動脈に留置した。予測循環血液量より 10

%づっ30%まで脱血を繰り返して、段階的出

血モデ、ルを作った。脱血直前、各脱血後、血

圧が安定した定常下で10分間のデータを周渡

数解析した。脱血直前を対照群とし、それぞ

れ10%出血群、 20%出血群、 30%出血群とし

た。肺動脈圧変動 (PAV) と動脈圧変動 (BP

V)は各々の圧波形を10msec毎にA/D変換し、 2

HzのDigitallow pass filterを通過させ250m

sec毎に再サンプノレ後、高速フーリエ変換によ

り周波数解析を行い、低域周波数成分 (LF、O.

04"""0. 15Hz) と高域周波数成分(町、 0.15......0.

4Hz)のパワースベクトルを求めた。各周波数

成分は対数変換をしたのちに統計処理した。

統計検定は反復測定分散分析を行った後に各

群聞の検定はFisherPLSDを用い、 P<0.05を

有意とした。

結果;平均肺動脈圧と平均動脈圧は出血に

より変化しなかった。PAV-HFは10%出血後より

有意に増加し、また、 BPV-LFは30%出血後に有

意に増加した(図) 0 PAV-LFとBPV-HFは増加

したが統計学的有意差はなかった(図)。
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考察;①BPV-LFの増加は出血による心血管

系の交感神経系の賦活化を反映したと考えら

れる。②PAV-町が増加したことより肺動脈圧

の呼吸性変動には循環血液量が関与すると考

えられる。③PAV-LFとBPV-HFの増加は統計学

上有意ではなかったが、 N増加で両者ともに増

加する可能性がある。心・肺血管系における

自律神経系や容量一圧反応の差異を明らかに

するために、さらに検討が必要である。

結論;①動脈圧変動の低域周波数成分は出

血時の心血管系の交感神経活動を反映する。

②機械的人工呼吸中の肺動脈圧変動の高域周

波数成分は循環血液量に影響を受ける。③肺

動脈圧変動と動脈圧変動の検討により心・肺

血管系の特性や相互関係を明らかにできる可

能性がある。




